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１ 温室効果ガスの排出状況

(1) 温室効果ガスの総排出量と純排出量

ア 温室効果ガス総排出量

温室効果ガス総排出量とは、第1章4に示す温室効果ガスの排出量に、該

当物質の地球温暖化係数を乗じた量の合計量をいいます。

イ 温室効果ガス純排出量

温室効果ガスの総排出量から、適正に管理された森林による温室効果ガス

の吸収量 を差し引いた値を温室効果ガス純排出量とし、本計画における温※

室効果ガスの削減目標（次章掲載）は、この純排出量をベースに設定します。

(2) 排出区分別の二酸化炭素排出量

温室効果ガスのうち、総排出量に占める割合の最も高い二酸化炭素の排出量

について、「エネルギー転換部門」「産業部門」「家庭部門」「業務その他部門」

「運輸部門」「工業プロセス分野」「廃棄物分野」の７つに区分し推計しまし

た。

【表２－１】二酸化炭素の排出区分

排出区分 概　　　要

エネルギー転換部門 電気事業者の発電所、ガス事業者の都市ガス等製造施設

産業部門 製造業、鉱業、建設業、農林水産業

家庭部門 個人世帯

業務その他部門 事業所ビル、ホテル等のサービス関連産業、公的機関

運輸部門 自動車、鉄道、船舶

工業プロセス分野
セメント、生石灰などの鉱物製品やアンモニアなどの化学
製品を工業的に製造する際の物理的・化学的プロセス

廃棄物分野 廃棄物の焼却、下水処理等
※　地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル算定手法編（Ｖｅｒ．1.1）（令和３年３月環境省）に準拠（以下同じ）。 　　    　　　　　　                          
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【表２－２】秋田市の温室効果ガス総排出量 、純排出量および排出内訳※

※ 端数処理の関係上、合計の数値に誤差が生じるものがあります（以下同じ）。

出典）2021年度秋田市温室効果ガス排出量現況推計結果から作成

【図２－１】秋田市の温室効果ガスの種類別排出量

出典）2021年度秋田市温室効果ガス排出量現況推計結果から作成

表２－２で示すとおり、2018年度（直近年度）の本市の温室効果ガス純排

出量は330万2千t-CO2で、2013年度（基準年度）の純排出量360万2千

t-CO2と比較すると、29万9千t-CO2（8.3%）の減少となっています。

また、図２－１の秋田市の温室効果ガスの種類別排出量を見ると、二酸化炭

素（CO2）の排出量が最多ですが、2018年度の二酸化炭素排出量は、2013

年度から8.6%減少しており、フロン類以外の温室効果ガスも同様に減少して

います。
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２ 国および県との比較

【図２－２】本市と国および県の温室効果ガス総排出量に占める

排出区分別構成比

出典）環境省 2018（平成30年度）の温室効果ガス排出量（確報値）について

H30（2018）秋田県における温室効果ガスの排出状況等について

2021年度秋田市温室効果ガス排出量現況推計結果から作成

【表２－３】本市と国および県の温室効果ガス総排出量に占める

構成比順の排出区分

図２－２で示すとおり、本市の温室効果ガスの排出区分別構成比は、産業部

門、運輸部門、業務その他部門、家庭部門の順に高い割合を占めています。

また、表２－３で示すとおり、本市と国および県を比較すると、産業部門が

総排出量の約3分の1を占めている点や、構成比順が本市と国とで一致してい

る点から、県よりも国と類似していることがわかります。
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